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第 10回 第 12章（工事契約会計における原価計算） 

 

本日のテーマ（目標） 

 

第 20 回過去問を確実に正答できるようにする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次は理論で問われる可能性があるので、練習問題 12.1～12.4 は特にしっかり解説します 

この問題は 12.5 の説明のあとに解きましょう 
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＜理論：練習問題より考えよう＞ 

 

12.1 

「施工者の義務を果たすべきすべての原価」 

 

材料費・労務費・外注費・経費だけでなく、注文獲得のための原価、引き渡し後の原価 

も含めて工事原価総額を見積もることが大事 

 

12.2 

工事進行基準と完成基準の「自社の原価計算制度の仕組」に与える影響 

 

完成基準に比べて、進行基準は見積原価の適時適正な見直しが必要とされるので、より 

精度の高い原価計算システムを構築することが必要である 

 

12.3 

工事進捗度を原価比例法で実施する場合の原価計算の役割 

 

分母→事前原価計算（正しい見積もりをベースとした実行予算の作成が必要） 

分子→事後原価計算 

 

分母と分子に整合性が必要（たとえば間接費の配賦など） 

 

12.4 

「工事原価総額」について信頼性をもって見積もることが必要 

 

見積原価の適時適正な見直しが必要とされるので、より 

精度の高い原価計算システムを構築することが必要である 
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12.5（進行基準における収益と利益の計算） 

 

まずは工事進行基準と完成基準について簡単に記します。このあたりの詳細は財務諸表で

の出題になるでしょう 

 

★要は発生主義で収益を認識唯一の方法です 

「確実性は大丈夫か？」という声がきこえてきそうですね。 

 

＜基準より＞ 

・「工事進行基準」とは、工事契約に関して、工事収益総額、工事原価総額及び決算日にお

ける工事進捗度を合理的に見積り、これに応じて当期の工事収益及び工事原価を認識す

る方法をいう。 

・「工事完成基準」とは、工事契約に関して、工事が完成し、目的物の引渡しを行った時点

で、工事収益及び工事原価を認識する方法をいう。 

 

工事完成基準は実現主義ですね。基準作成前は選択制だったが、現在は原則進行基準を要

請していると考えてよいでしょう（財務諸表の比較可能性）。 

 

＜計算方法は簡単です＞ 

① ［見積総原価（変更ある場合は変更後）］に対する［実際原価の累計額］で進捗率を計

算します 

② 請負額（変更ある場合は変更後）に進捗率を乗じて収益の累計額を計算します 

③ 累計収益から昨年度までの累計収益をマイナスして当期の収益を算出します 

 

＜12.5 で確認しましょう＞ 

 

請負額 

11,920,000   1,430,400       4,052,800 

 

 

実行予算    1,246,980（12％）   3,287,110＋246,000＝3,533,110 

10,391,500            累計 4,780,090（46％） 

 

 

＜では過去問 20 回 3 問のチャレンジです・逆算ですが考え方は同じです＞ 
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60,000  

 

     30％        60％         80％        100％ 

収益    18,000       18,000        12,000       12,000 

 

年度実績  15,600       15,900        10,500       11,000 

累計実績  15,600       31,500        42,000       53,000 

 

 

最新見積   52,000       52,500       52,500                            

次期以降   36,400        21,000       10,500 

 

    15,600÷0.3     31,500÷0.6     42,000÷0.8    53,000÷1.0 

 

 

※累計工事原価÷（最新の翌期以降の）見積原価総額＝進捗率 

 


